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新粗大・リサイクル施設におけるＶＯＣ対策について 

 

１．基本計画書記載事項 

「新ごみ処理施設（粗大・リサイクル施設）基本計画書」（平成２９年３月）の 26頁において、本件に係る対策を次のとおり記載しています。 

（５）ＶＯＣ（揮発性有機化合物）対策 

新粗大・リサイクル施設は、ＶＯＣ（揮発性有機化合物）の排出基準を定める法令上の対象施設となっていないが、プラスチック製容器包装等を圧縮す

る工程で発生する微量のＶＯＣ（揮発性有機化合物）については、建屋外に排出する空気を建屋内の設備で処理したり、濃度管理を行うなどの対策を講じ

ることを検討する。 

 

２．VOC の定義 

VOC とは、揮発性有機化合物（Volatile Organic Compounds）の略称で

あり、揮発性を有し、大気中で気体状となる有機化合物の総称です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．廃棄物処理施設（容器包装プラスチック圧縮梱包施設）における化学物

質の排出実態 

神奈川県内で活性炭等の除去設備のない３施設についての調査結果を以

下に示します。 

（神奈川県環境科学センタープラスチック類圧縮・梱包施設から発生する有

害大気汚染物質 2009.1月、圧縮設備から 50cmの位置でサンプリング） 

・装置前（サンプリング）濃度が敷地境界濃度より常に高かった物質は、ク

ロロメタン、1.3 ブタジエン及びスチレン  

→圧縮梱包時に排出されていると考えられた。これらは、発泡剤あるいは容

器包装の原料として使用されているためと考えられた。 

・夏期調査時には、それ以外にもトルエン、キシレン類及びエチルベンゼン

が圧縮梱包時に排出されていた。 →印刷用インク、接着剤、原料不純物

にも多く含まれているため、敷地境界も高いケースがあった。 

・24 時間モニタリングの結果、環境基準あるいは指針値を超える可能性は

低いことが推測された。 

・容器包装圧縮時には、ＶＯＣあるいはフタル酸エステル類の排出があるこ

とが、示唆された。 

資料６-１ 

組合が新設する新粗大・リサイクル施設において、ＶＯ

Ｃ対策をどこまで考えるか（基本計画記載内容をさらに詳

細検討する必要性）について、検討する必要があります。 

参考までに、次項は、これまで他自治体における事例を

抜粋して整理しました。 
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４．先進施設の対策事例 

 北河内４市リサイクル施設組合（大阪府寝屋川市） 
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 多摩市 八王子市 

  

 

 


